
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
出
資
団
体
等
の
指
定 

（
県
政
情
報
公
開
室
）　
　

一

〇
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
一
号
（
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
実

　

施
機
関
が
定
め
る
法
人
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　
　

二 

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請 

（
農
業
振
興
課
）　
　

二

〇
飼
料
試
験
結
果
の
公
表 

（
畜　

産　

課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

四

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

四

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
四
件
） 
（　
　

同　
　

）　
　

四

公　
　
　

告

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
う
公
告
及
び
縦
覧
（
二
件
） 

（
農
村
振
興
課
）　
　

五

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

六

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
臨
時
会
の
開
催 
六

人
事
委
員
会

〇
公
開
口
頭
審
理
の
開
催 

七

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
七
九
四
号
（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
付
け
）
中 

七

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
三
号

　

情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
特
定
出
資
団
体
等
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　

な
お
、
平
成
二
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
三
十
一
号
（
情
報
公
開
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
出
資

団
体
等
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
出
資
団
体
等

仙
台
臨
海
鉄
道
株
式
会
社

阿
武
隈
急
行
株
式
会
社

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人
慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会

公
益
財
団
法
人
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
社
団
法
人
東
北
地
域
医
療
支
援
機
構

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
腎
臓
協
会

株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
み
や
ぎ

公
益
財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

宮
城
県
信
用
保
証
協
会

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
国
際
化
協
会

一
般
財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
仙
台
港
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー

宮
城
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

公
益
財
団
法
人
翠
生
農
学
振
興
会

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
青
果
物
価
格
安
定
相
互
補
償
協
会

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
畜
産
協
会

公
益
財
団
法
人
み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基
金

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社

一
般
財
団
法
人
み
や
ぎ
建
設
総
合
セ
ン
タ
ー
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公
益
財
団
法
人
宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公
社

宮
城
県
開
発
株
式
会
社

塩
釜
港
開
発
株
式
会
社

仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
体
育
協
会

二　

条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
出
資
団
体
等

一
般
財
団
法
人
宮
城
県
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
み
や
ぎ
医
療
福
祉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
農
業
会
議

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
四
号

　

平
成
二
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
一
号
（
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
実
施
機
関
が
定
め
る
法
人
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
次
に
「
一
般
社
団
法
人
東
北
地
域
医
療
支
援
機
構
」
を
加
え
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
五
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

認
証

番
号

品　

目

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

製
造
所
等
の
所
在
地

百
八
十

五
、
二

百
九
、

二
百
十

二

農
産
物
漬

物

豊
屋
食
品
工
業
株
式
会

社

豊
屋
食
品
工
業
株
式
会

社

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
下
名
生
字
八

剣
二
十
番
地

百
八
十

六

み
や
ぎ
の

純
米
酒

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
総
合

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

仙
台
伊
澤
家
勝
山
酒
造

株
式
会
社

仙
台
市
泉
区
福
岡
字
二
又
二
五
番

地
一
号

二
百
八

し
そ
巻
き

（
み
そ
）

株
式
会
社
七
福

株
式
会
社
七
福

大
崎
市
三
本
木
字
西
沢
一
八
番
地

一
〇

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
機
構
公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た

の
で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
七
日
ま
で
、
次
の
と

お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
七
号

　

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
28年
11月
収
去
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製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分
　
　
　
　
　
　
飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

太
協
物
産
株
式
会
社
長

浜
事
業
所

石
巻
市

同
左

魚
粉

60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

H
28.10

重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

無

株
式
会
社
稲
井
塩
釜
工

場塩
釜
市

同
左

魚
粉

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
H
28.11

重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

無

塩
釜
水
産
飼
料
株
式
会

社塩
釜
市

同
左

魚
粉

60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

H
28.11

重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

無

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

平
成
28年
11月
収
去

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
　
　
験
　
　
結
　
　
果
　
　
の
　
　
概
　
　
要

違
反
の
内
容

粗
た
ん

白
質
　

　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

粗
灰
分

　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

水
溶
性

窒
素
　

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

そ
の
他

の
検
査

清
水
港
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

石
巻
市

同
左

和
牛
肥
育
用
飼
料
ば
く

麦
H
28.11

12.72
2.64

0.24
0.47

5.08
3.14

太
協
物
産
株
式
会
社
長

浜
事
業
所

石
巻
市

同
左

60%
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
H
28.10

62.41
21.92

株
式
会
社
サ
イ
ボ
ク
飼

料栗
原
市

同
左

肥
育
用
１

H
28.11

14.26
3.46

0.705
0.378

2.49
4.03

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

ノ
ー
サ
ン
印
子
豚
人
工

乳
餌
付
離
乳
専
用
飼
料
　

ウ
イ
ニ
ー
Z

H
28.11

25.02
6.95

1.091
0.711

0.35
6.03

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

同
左

Ｊ
Ｆ
印
銀
鮭
育
成
用
配

合
飼
料
　
ぎ
ん
太
郎
カ

ラ
ー
６
Ｐ

H
28.11

39.27
17.54

3.063
1.644

1.41
10.68

株
式
会
社
稲
井
塩
釜
工

場塩
釜
市

同
左

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ミ
ー
ル

H
28.11

63.29
6.59

20.67
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〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　　
　

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
松
川
二
一
三
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
源
光
四
二
番
二
地
先
か
ら

同
市
志
波
姫
堀
口
源
光
四
七
番
二
地
先
ま
で

前

　

九
・
〇
〜

 

一
一
・
五

 

一
〇
〇
・
〇

後

一
〇
・
〇
〜

 

一
一
・
五

 

一
〇
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

小
野
田
三
本

木
線

加
美
郡
色
麻
町
四
竈
字
向
町
無
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
四
竈
字
塩
竈
東
一
二
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

一
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

塩
釜
水
産
飼
料
株
式
会

社塩
釜
市

同
左

60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
H
28.11

67.55
9.60

17.19

（
注
）
　
飼
料
が
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条

第
１
項
，
第
29条

第
２
項
又
は
第
30条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
໐ 規
」

を
付
け
て
い
る
。
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平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
源
光
四
二
番
二
地
先
か
ら

同
市
志
波
姫
堀
口
源
光
四
七
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

一
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

中
田
栗
駒
線

栗
原
市
栗
駒
里
谷
白
山
無
番
地
先
か
ら

同
市
栗
駒
岩
ケ
崎
神
南
八
三
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

一
月
二
十
五
日

正
午

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
六
号

登
米
市
中
田
町
石
森
字
駒
牽
四
〇
三
番
五
地
先
か
ら

同
市
中
田
町
石
森
字
駒
牽
四
〇
六
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

一
月
二
十
四
日

公　
　
　

告

〇
県
営
伊
豆
沼
２
工
区
地
区
土
地
改
良
事
業
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
水
利
施
設
整
備
事
業
（
排
水
対
策
特
別
型
）

計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土

地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
伊
豆
沼
２
工
区
地
区
土
地
改
良
事
業
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
水
利
施
設
整
備
事
業
（
排
水
対
策
特
別

型
）
変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

　
　

登
米
市
役
所
及
び
栗
原
市
役
所

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
長
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
七

－

〇
五
一
一　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
一
五
〇

－

五

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｅ
ｔ

－

ｔ
ｍ
ｎ
ｎ
ｂ
ｋ
ｔ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
登
米
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
県
営
七
ヶ
浜
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
））
計

画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地

改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
七
ヶ
浜
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
））

変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

　
　

七
ヶ
浜
町
役
場

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
一

－

八
五
〇
五　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四

－
十
七

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｓ
ｄ
ｓ
ｇ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
七
ヶ
浜
町
役
場
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出

さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
留
ヶ
谷
二
丁
目
百
四
番
一
、
百
十
五
番
一
、

百
五
番
一
の
一
部
（
第
一
工
区
）

　

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
四
丁
目
三
十
三
番

一
号

 

ナ
イ
ス
ホ
ー
ム
株
式
会
社　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

登
米
市
南
方
町
新
丸
ノ
内
四
十
九
番
、
五
十
番
、
五
十

一
番
、
五
十
二
番
、
五
十
二
番
一
、
五
十
三
番
、
五
十
四

番
、
五
十
五
番
、
五
十
六
番
、
五
十
七
番
、
五
十
八
番
、

五
十
九
番
、
六
十
番
、
六
十
一
番
、
六
十
二
番
、
六
十
三

番
、
六
十
四
番
、
六
十
五
番
、
六
十
六
番
、
八
十
四
番
（
第

一
、
第
二
工
区
）

　

新
潟
県
新
潟
市
南
区
清
水
四
千
五
百
一
番
地
一

 

代
表
者　

株
式
会
社
コ
メ
リ　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
二
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
臨
時
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日　

午
後
四
時

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

第
二
期
宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。
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六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

人
事
委
員
会

〇
宮
城
県
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
勤
務
只
野
浩
二
に
対
す
る
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
付
け
分
限
処
分
に
つ
い
て
、

第
一
回
口
頭
審
理
を
次
に
よ
り
行
う
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　

一　

日
時

　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日　

午
前
九
時
三
十
分

二　

場
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
行
政
庁
舎　

九
階　

第
一
会
議
室

　

傍
聴
券
の
交
付
は
、
審
理
廷
入
口
に
お
い
て
先
着
二
十
名
限
り
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
傍
聴
者
の
入
場
は
、
午
前
九
時
か
ら
と
し
ま
す
。

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
七
九
四
号
（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

四

段下

行
後
ろ
か

ら
一
一

正

宮
城
県
収
用
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
県
収
用
委
員
会
規
則
第
一
号
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